
２学期の始業式、元気に登校できるようにしましょう。 
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明日から夏休みとなります。１か月半の長い休みとなりますので、夏休みだからこそできることに

取り組んでほしいと思います。家族や友達とお出かけしたり、宿題だけでなく、授業でわからなかっ

たところの復習に取り組んだり、趣味にしていることを思いっきりやってみたり、何か作品作りに

取り組んでみたり、また、普段お世話になっている家族のために家の仕事をしてみるのもよいの

ではないでしょうか。学びの場、成長の場は学校だけではなく、家庭や地域等にもたくさんあり

ます。夏休みが充実したものになるように、ご家庭でしっかりとした計画を立てていただけるよ

うお願いいたします。 

 

保護者の皆様へ 
〇夏休み中の過ごし方についてはしおり等でお知らせしているところですが、以下の点につき

ましてはご家庭でも十分に注意をお願いします。 

・自転車に乗るときはヘルメットの着用をお願いします。 

※令和５年４月の道路交通法の改正によりすべての年齢において自転車利用者はヘルメッ

トの着用が努力義務となっています。 

※ヘルメットの着用状況による致死率では、着用している場合と比較して、着用していな

い場合の致死率は約1.8倍と高くなっています。（警視庁HPより） 

・夏は水難事故が多くなる時期です。川や海、プール等に遊びに行くときには大人が目を離

さないようにしましょう。水深が浅くても溺れてしまうことがあります。 

・熱中症警戒アラートや熱中症特別警戒アラートが発令された場合には外での激しい運動は

控え、日中の外出は控えるようにしましょう。 

〇事故や不審者の事案等は、まず警察に連絡をし、その後学校【26-3517】へ連絡をお願いし

ます。 

警察関係 緊急の場合 110   成田警察署 27-0110 

〇土日祝日及び、８月１２日（火）～１５日（金）の期間は、学校閉庁日となります。 

お子さまの事故等緊急を要する連絡につきましては、成田市教育委員会教育指導課 

【20-1582】へ連絡願います。（土日祝日を除く） 

〇夏休み期間中に体育館のエアコン工事を行います。工事車両の出入りがありますのでご来校

の際には十分にお気をつけください。なお、７/21（月）～２８（月）に正門～体育館入り口

前までの掘削工事を行います。この期間は職員玄関からの出入りが不可となりますのでご来

校は極力控えていただくようお願いいたします。 

※7/22（火）以降の学童への車の出入りは可能です。 

 

☆９／１（月）始業式☆ 
８：１０登校   １１：４０下校 

※持ち物等につきましては夏休みのしおりをご確認ください。 

 

学校だより 学校教育目標：【夢をもち 未来を拓く】                      令和７年 ７月１６日 

―確かな学力を身に付け 心豊かで 健康な子どもを育てる― 
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水泳授業（着衣泳） 

 

 

 

 

 

日 行 事 日 行 事 

１（月） 始業式、短縮 3時間、交通安全指導（～5日） １６（火）  

２（火） 給食開始、避難訓練 １７（水） 4年校外学習 

３（水） 委員会活動 １８（木） PTA理事会 

４（木）  １９（金） 学校運営協議会 

５（金） 4年訪問おはなし会、学校生活ｱﾝｹｰﾄ ２０（土）  

６（土）  ２１（日）  

７（日）  ２２（月） 短縮 4時間、13:30下校 

８（月） 口座振替 ２３（火） 秋分の日 

９（火） 5年食に関する指導 ２４（水） 5年宿泊学習 

１０（水） 3年校外学習 ２５（木） 5年宿泊学習、放課後子どもｸﾗﾌﾞ 

１１（木） 特別日課、13:10下校 ２６（金） 5年 10:20登校 

１２（金） 1年校外学習 ２７（土）  

１３（土）  ２８（日）  

１４（日）  ２９（月） 4年ﾘｻｲｸﾙ大作戦（～10/3）、ｸﾗﾌﾞ活動 

１５（月） 敬老の日 ３０（火） 個別面談、短縮 4時間、13:30下校 

校長室より 
【『切り戻し』→先を見る】  

 夏休みに正門前の花壇で、花の『切り戻し』を行う予定である。現在咲いている「ジニア」

を株元から長さ半分くらいのところでバッサリと切ってしまう作業だ。これにより蒸散量を抑

え、花が夏の暑さを乗り切る手助けをするとともに、株全体の形を整える。『切り戻し』は、

一見すると植物の成長を阻むように見えるが、花の未来を見据えた育成のための行為ともいえ

る。子育ても同様で、目先の短期的な成果だけでなく、子どもの将来を見通し、長い目で見た

成長と幸福を考える必要がある。『切り戻し』をした花は、10月頃には一層多くの美しい花

を咲かせ、再び見頃となる。親として、目の前の成功や失敗だけに一喜一憂するのではなく、

彼らの本質的な能力や可能性、社会で生きる力を伸ばすために何が必要かを見極め、時には厳

しい指摘や適切なサポートが重要となる。 

７月の思い出 

９月の行事予定 


